「平成１７年度硝酸性窒素浄化技術開発普及等調査」
対象技術応募票

技術の名称：
	応募者の情報
	＜機関名（共同機関名）＞


	
	＜担当者名（所属・役職）＞


	
	＜連絡先＞

住所：

tel：

fax：

e-mail：

	技術の概要
	＜原理・技術フロー＞


	
	＜開発状況・実績＞



	
	＜ライセンス関係等＞



	技術の特徴
	＜有効性（面的な地下水汚染の浄化シナリオ及び効果）＞



	
	＜経済性（イニシャル及びランニングコスト、消費エネルギー等）＞



	
	＜周辺への環境影響・安全性（添加物・副生成物の有無、騒音等）＞



	
	＜適用対象（地質条件、土地利用状況等）＞



	
	＜制約条件・課題等＞



	実証調査の概要
	＜実施主体（共同機関との役割分担）＞



	
	＜スケジュール・工程表（モニタリング計画を含む）＞



	
	＜実証調査概念図（観測井設置場所、装置サイズ等）＞



	実証フィールドの概要（注１）
	＜フィールドの名称及び所在地＞



	
	＜関係者との協力関係（地方公共団体等との協力体制、周辺住民との合意等）＞



	
	＜汚染の程度・範囲＞



	
	＜汚染原因＞



	実証フィールドの希望地（注２）
	＜実証フィールドに必要な要件＞


	
	＜観測井設置の有無＞



	備考
	


注１）実証調査の実施場所として、①「応募者が自ら準備をしたフィールド」を用いる場合に記入して下さい。

注２）実証調査の実施場所として、②「環境省が紹介する実証フィールド候補地」を用いることを希望する場合に記入して下さい。
· この応募票は審査に必要な資料となります。必要に応じて枠を引き延ばすことや別紙を添付することは差し支えありません。
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